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市
営
住
宅
入
居
者
募
集

●
募
集
団
地

・
深　
江　
つ
つ
じ
が
丘
団
地（
１
戸
）

・
深　
江　
馬
場
団
地…

（
１
戸
）

・
有　
家　
蒲
河
団
地…

（
１
戸
）

・
西
有
家　
巣
輪
平
団
地
（
１
戸
）

・
南
有
馬　
新
三
崎
団
地
（
２
戸
）

・
南
有
馬　
新
砂
原
団
地
（
１
戸
）

　
＊
単
身
入
居
可

・
南
有
馬　
露
田
団
地…
（
１
戸
）

・
口
之
津　
白
浜
団
地…

（
１
戸
）

・
口
之
津　
早
崎
団
地…

（
３
戸
）

・
加
津
佐　
愛
宕
団
地…

（
２
戸
）

●
募
集
期
間

　
12
月
３
日
㈪
〜
14
日
㈮

●
入
居
資
格
条
件…

収
入
が
基
準

に
該
当
す
る
な
ど
、
市
が
指
定

す
る
条
件
を
全
て
満
た
す
人

※

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
入
居
者
の
決
定…

資
格
条
件
を

満
た
し
た
申
込
者
の
数
が
募
集

戸
数
を
超
え
る
場
合
は
、
公
開

抽
選
を
行
い
ま
す
。

●
抽
選
日…

12
月
21
日
㈮

　
午
後
２
時　
南
有
馬
庁
舎

問
都
市
計
画
課 

☎
７
３
‐
６
６
７
７

南
島
原
市
奨
学
資
金
償
還

補
助
金
の
ご
案
内

　
南
島
原
市
奨
学
金
を
借
り
て
学

校
を
卒
業
し
た
後
、
市
内
に
居
住

し
、
か
つ
就
労
し
て
い
る
人
に
は

返
還
し
た
奨
学
金
の
２
分
の
１
以

内
の
金
額
を
補
助
し
ま
す
。
対
象

は
、
平
成
28
年
度
以
降
、
新
た
に

償
還
を
開
始
さ
れ
た
人
で
す
。
現

在
、
南
島
原
市
奨
学
金
を
借
り
て

い
る
人
や
、
こ
れ
か
ら
借
り
る
予

定
が
あ
る
人
は
、
卒
業
後
の
進
路

と
し
て
、
本
市
へ
の
定
住
を
お
考

え
く
だ
さ
い
。

【
奨
学
金
は
計
画
ど
お
り
返
還
し

ま
し
ょ
う
】

　
南
島
原
市
奨
学
金
を
借
り
て
い

た
人
に
は
、
返
還
計
画
に
沿
っ
て

奨
学
金
の
返
還
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
返
還
が
滞
っ
て

い
る
人
が
い
ま
す
。
未
納
が
増
え

る
と
、
今
後
の
返
還
が
困
難
に
な

る
ば
か
り
で
な
く
、
未
来
の
学
生

へ
の
貸
与
も
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

し
っ
か
り
自
覚
を
持
っ
て
計
画
ど

お
り
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

　
住
所
や
氏
名
な
ど
が
変
更
に
な

っ
た
と
き
は
、
関
係
書
類
の
提
出

が
必
要
で
す
。
返
還
に
関
す
る
相

談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
教
育
総
務
課 

☎
７
３
‐
６
７
０
１

長
崎
県
育
英
会
に
寄
附
金

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
長
崎
県
育
英
会
で
は
、
寄
付
金

を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
寄
附
は
、
奨
学

資
金
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
奨
学
金
事
業
の
充
実
を
図
り

ま
す
。
温
か
い
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
寄
付
を
し
た
場
合
は
税
法

上
の
優
遇
措
置
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

【
奨
学
金
の
返
還
に
つ
い
て
】

　
奨
学
金
の
返
還
金
は
、
後
輩
の

新
た
な
奨
学
金
と
な
る
重
要
な
も

の
で
す
。

　
奨
学
金
を
借
り
て
い
た
人
は
、

約
束
ど
お
り
の
返
還
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
住
所
な
ど
の
変
更
や
、
返
還
が

困
難
と
な
り
そ
う
な
場
合
な
ど
は
、

速
や
か
に
本
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

問
公
益
財
団
法
人　
長
崎
県
育
英
会 

　
☎
０
９
５
‐
８
２
４
‐
７
５
０
１

み
か
ん
の
収
穫
体
験

参
加
者
募
集

　
地
産
地
消
を
推
進
す
る
目
的
で
、

旬
の
み
か
ん
の
収
穫
体
験
を
実
施

し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ふ
る
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

と
12
月
９
日
㈰ 

午
前
10
時
〜（
１

時
間
半
程
度
）※

雨
天
時
中
止 

ば
北
有
馬
町
内（
北
有
馬
支
所
に

午
前
９
時
30
分
集
合
）

●
準
備
品…

手
袋
、
タ
オ
ル
、
飲

み
物
な
ど

定
10
人（
先
着
順
）

り
無
料

対
市
内
在
住
者
ま
た
は
在
勤
者

し
12
月
６
日
㈭
ま
で

も
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
農
林
課 

☎
７
３
‐
６
６
６
１

土
壌
消
毒
剤

「
ク
ロ
ル
ピ
ク
リ
ン
」
を

正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

　
土
壌
消
毒
剤
「
ク
ロ
ル
ピ
ク
リ

ン
」
は
、
登
録
内
容
に
従
っ
て
、

容
器
に
記
載
の
使
用
上
の
注
意
事

項
を
確
認
の
上
、
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
次
の
点
に
つ
い
て
今
一

度
確
認
し
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

①
風
が
な
い
日
に
使
用
し
、
飛
散

を
防
ぐ
こ
と
。

②
地
区
内
で
の
一
斉
使
用
を
控
え
、

分
散
し
て
使
用
す
る
こ
と
。

③
土
壌
消
毒
機
な
ど
に
よ
り
所
定

の
深
さ
に
所
定
量
内
の
使
用
を

す
る
こ
と
。

④
特
に
住
宅
地
や
ミ
ツ
バ
チ
の
巣

箱
の
近
く
で
は
、
飛
散
防
止
の

対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

⑤
使
い
終
わ
っ
た
空
き
容
器
は
残

液
、
残
臭
を
な
く
し
て
か
ら
適

切
に
廃
棄
処
分
す
る
こ
と
。

問
農
林
課 

☎
７
３
‐
６
６
６
１

井
戸
の
適
正
な
管
理
を

お
願
い
し
ま
す

　

井
戸
水
は
、環
境
変
化
や
井
戸

管
理
な
ど
の
影
響
で
飲
用
に
適
さ

な
く
な
る（
水
質
基
準
を
満
た
さ

な
い
）こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
井
戸
水
の
衛
生
管
理

・
井
戸
の
周
辺
を
清
潔
に
保
ち
、

井
戸
に
蓋
を
し
、
周
辺
に
柵
を

設
け
て
く
だ
さ
い
。

・
井
戸
水
の
汚
染
は
味
・
に
お
い
・

色
な
ど
、す
ぐ
分
か
る
も
の
と
、

細
菌
や
化
学
物
質
な
ど
、見
た

だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。自
分
で
大
丈
夫
だ

と
判
断
せ
ず
、定
期
的
に
専
門

機
関
に
よ
る
水
質
検
査（
年
に

１
回
程
度
）を
受
け
、安
全
性
の

確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
大
腸

菌
群
や
、硝
酸
性
窒
素
な
ど
の

検
査
で
約
８
千
円
程
度
）

●
井
戸
水
の
飲
用

・
井
戸
水
を
飲
用
す
る
場
合
は
、

適
切
な
処
理（
高
温
消
毒
や
有

害
物
質
除
去
装
置
の
利
用
な

ど
）を
行
い
、異
常
を
感
じ
た
ら

飲
用
を
中
止
し
て
く
だ
さ
い
。

●
水
道
水
へ
の
切
り
替
え

・
水
質
基
準
を
満
た
さ
な
い
井
戸

水
は
健
康
被
害
の
恐
れ
が
あ
り
、

硝
酸
性
窒
素
が
高
い
と
乳
幼
児

な
ど
へ
の
悪
影
響
が
あ
り
ま
す

の
で
、
水
道
水
へ
の
切
り
替
え

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

問
環
境
課 

☎
７
３
‐
６
６
４
４

　
上
水
道
課 

☎
７
３
‐
６
６
８
５

島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏

組
合
事
務
局
職
員
募
集

●
募
集
人
員

①
一
般
事
務…

若
干
名

②
保
健
師…

…

若
干
名

●
受
付
期
間…

12
月
３
日
㈪
〜
平

成
31
年
１
月
４
日
㈮

●
受
付
場
所…

島
原
市
役
所 

有
明

庁
舎
３
階　

●
試
験…

一
次…

学
力
試
験
（
平

成
31
年
１
月
27
日
）
／
二
次…

面
接

●
受
験
資
格

①
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
し
、

平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

13
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人

②
平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
保
健
師
の
免
許

を
有
す
る
者
、
ま
た
は
平
成
30

年
度
実
施
の
国
家
試
験
で
取
得

見
込
み
の
人

●
採
用
予
定
日…

平
成
31
年
４
月

１
日

も
採
用
試
験
申
込
書
お
よ
び
受
験

票
用
と
し
て
62
円
分
の
切
手
を

貼
っ
た
は
が
き（
宛
先
を
明
記

の
こ
と
）を
持
参
ま
た
は
郵
送

（
簡
易
書
留
）で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※

申
込
用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

窓
口
、郵
便
請
求
に
て
入
手
し

て
く
だ
さ
い
。

※

郵
便
請
求
の
場
合
は
、封
筒
の

表
に「
採
用
試
験
申
込
書
請
求

（
職
種
：
○
○
）」と
朱
書
し
、そ

の
封
筒
の
中
に
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
を
明
記
し
た
Ａ
４
判

サ
イ
ズ
の
用
紙
が
折
ら
ず
に
入

る
大
き
さ
の
返
信
用
封
筒【
角

形
２
号
】（
１
４
０
円
分
の
切
手

を
貼
っ
た
も
の
）を
同
封
し
て

く
だ
さ
い
。

※

詳
細
は
電
話
に
て
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合

　
総
務
課
（
採
用
担
当
：
中
川
）

　
☎
０
９
５
７
‐
６
１
‐
９
１
０
０

　
〒
８
５
９
‐
１
４
９
２

　
島
原
市
有
明
町
大
三
東
戊
１
３

　
２
７
番
地

som
u@
shim

abara-area.net

家
屋
を
取
り
壊
さ
れ
た
時

は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

　
住
宅
や
倉
庫
な
ど
を
取
り
壊
し

て
滅
失
登
記
を
行
っ
た
場
合
は
、

法
務
局
か
ら
の
異
動
通
知
に
基
づ

き
、
事
実
確
認
を
行
い
、
税
額
の

修
正
を
行
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
家
屋
が
取
り
壊
さ
れ

て
い
て
も
登
記
が
さ
れ
て
い
な
い

場
合
や
、
滅
失
登
記
を
し
て
い
な

い
場
合
は
、
そ
の
ま
ま
課
税
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、

税
務
課
ま
た
は
各
支
所
へ
必
ず
届

け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
家
屋
の
新
築
や
増
築
の

場
合
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課 

☎
７
３
‐
６
６
４
２

６２

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
を
開
催

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
・
父
ま
た

は
寡
婦
の
人
の
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル

向
上
や
雇
用
の
促
進
と
安
定
を
図

る
た
め
開
催
し
ま
す
。

と
平
成
31
年
１
月
13
日
、20
日
、２

月
３
日
、10
日
、17
日
、24
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分

（
正
午
〜
午
後
１
時
休
憩
）

ば
北
有
馬
ピ
ロ
テ
ィ
ー
文
化
セ
ン

タ
ー
日
野
江

定
15
人

り
無
料（
た
だ
し
、テ
キ
ス
ト
代
と

検
定
料
金
は
別
途
必
要
で
す
）

対
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
母
・
父

ま
た
は
寡
婦
の
人
で
次
の
条
件

を
満
た
す
人

①
長
崎
県
ひ
と
り
親
家
庭
等
自
立

セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
支
援
を
希

望
す
る
人（
講
習
が
始
ま
る
ま

で
に
登
録
）

②
研
修
会
全
日
程
を
受
講
で
き
る

人
。

③
講
習
終
了
後
、日
商
Ｐ
Ｃ
検
定

試
験
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
を
受
験
す
る

人
。

し
12
月
27
日
㈭

※

託
児
あ
り（
申
込
時
ご
相
談
く

だ
さ
い
）

も
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
申
込
用
紙
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、ご
記
入
の

上
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は

郵
送
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
Ｙ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
な
が
さ
き
（
長
崎
県
ひ

と
り
家
庭
等
自
室
促
進
セ
ン
タ
ー
） 

☎
０
９
５
‐
８
１
３
‐
０
８
０
０

　
℻
０
９
５
‐
８
４
８
‐
１
１
１
２

yell@nagasakishi-boshikai.jp

　
〒
８
５
２
‐
８
１
０
８

　
長
崎
市
川
口
町
１
３
‐
１　
長

崎
西
洋
館
２
階
（
長
崎
県
総
合

就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

　
第　
回
ま
ち
づ
く
り
の
絵

コ
ン
ク
ー
ル
展
示
会

　
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
、「
住
ん
で
み
た
い
ま

ち
」、「
つ
く
っ
て
み
た
い
ま
ち
」

を
描
い
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と
12
月
13
日
㈭
〜
20
日
㈭　
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
10
時

ば
あ
り
え
コ
レ
ジ
ヨ
ホ
ー
ル

　
１
階
ロ
ビ
ー

問
都
市
計
画
課 

☎
７
３
‐
６
６
７
７

　
第
２
１
１
回

コ
レ
ジ
ヨ
市
民
文
化
講
座

　

日
本
の
仏
教
は
、私
た
ち
の
生

活
民
俗
と
結
び
付
い
て
定
着
し
ま

し
た
。こ
の
講
座
で
は
、釈
迦
誕
生

説
話
・
日
本
の
仏
教
伝
来
・
神
仏
習

合
・
勧
進
と
絵
解
き
・
熊
野
信
仰
と

仏
教
・
芸
能
と
仏
教
・
遊
女
と
仏

教
・
廻
国
納
経
等
の
諸
相
を
紹
介

し
ま
す
。そ
う
じ
て
郷
土
の
庶
民

信
仰
を
考
え
る
上
で
の
視
点
や
素

材
を
提
供
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

新
た
な
知
識
と
の
出
会
い
を
求
め

て
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

と
12
月
８
日
㈯

　
午
後
２
時
〜
４
時

ば
あ
り
え
コ
レ
ジ
ヨ
ホ
ー
ル

●
講
演…

島
原
半
島
の
庶
民
仏
教

●
講
師…

肥
前
松
平
文
庫
長

　
根
井　
浄 

氏

定
80
人

り
無
料

問
あ
り
え
コ
レ
ジ
ヨ
ホ
ー
ル

　
☎
７
３
‐
６
７
３
６

公
民
館
講
座

【
こ
け
玉
の
お
正
月
飾
り
】

と
12
月
26
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分

ば
布
津
公
民
館

な
土
と
花
に
触
れ
、
お
正
月
飾
り

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

●
講
師…

鍵
本　
薫 

氏

●
持
参
品…

エ
プ
ロ
ン

定
15
人

り
２
，５
０
０
円（
材
料
費
）

対
市
内
在
住
者
ま
た
は
在
勤
者

し
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

も
電
話
ま
た
は
次
の
窓
口
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
教
育
振
興
班
（
布
津
公
民
館
内
）

　
☎
７
３
‐
６
７
２
６

の
ん
の
こ
温
水
セ
ン
タ
ー

年
末
年
始
の
営
業
に
つ
い
て

　
12
月
30
日
㈰
か
ら
平
成
31
年
１

月
１
日
㈫
ま
で
の
間
、
余
熱
利
用

施
設「
の
ん
の
こ
温
水
セ
ン
タ
ー
」

を
休
館
し
ま
す
。

　
１
月
２
日
㈬
か
ら
営
業
し
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
の
ん
の
こ
温
水
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
５
７
‐
３
６
‐
５
８
８
８
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